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発表論文集原稿のためのスタイルファイル利用方法

○文献　太郎（株式会社　国際文献印刷社）
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はじめに
この文章は，JSSP・JGDA合同大会発表論文集用スタイルファイルの利用方法です。スタイルファイルを正しく利用すると原稿がどういった体裁になるかが分かるような説明になっています。このワード形式のテンプレート･ファイルは，テキスト･レイアウト，テーブル･レイアウト，テーブルや図に必要なキャプションなど，原稿を準備するための様々な要素が盛り込まれています。それらの要素は，フォントメニュー付近の，ツールバーの左側にあるドロップ･ダウン･メニューから選ぶことができます。原稿の準備をする際，追加したい要素を選び，テキストエリアに書き入れます。記入が終わったら，リターンキーを一度だけ押し，次の要素を選択します。スペースは各要素に自動的に入りますから，指示がない限り，スペースを挿入する必要はありません。
論文の長さ
スタイルファイルは，ページの終わりになると自動的に新しいページを作成します。ページ数の制限は，超えないようにしてください。口頭発表「ショート・スピーチ」「English・スピーチ」は，投稿原稿2頁で，「ロング・スピーチ」は原稿4頁の作成をお願いします。また，ポスター発表は原稿2頁で作成をお願いします。
原稿体裁規定
ワードプロセッサを使用し，Ａ4サイズの用紙（縦置き・横書き・モノクロ）として下さい。論文集はB5判としますので，提出原稿をA4判からB5判に縮小してのオフセット印刷となります。マージンは，上29ミリ，下23ミリ，左右各19ミリとし，字数は25字×45行×2段を目安にして下さい。また，各ページの右上18ミリに，20字以内の欄外略題（Running Head）を右に詰めて記入して下さい。欄外略題には，氏名を含めずに論文題目の略題のみをお書き下さい。
Paper Opening
ここには，論文タイトル，著者名（所属），キーワードが含まれます。連名発表の場合，責任発表者に「○」を付けてください。連名者は，全員JSSPまたはJGDAのいずれかの会員でなければなりません。会員照合を行った後，非会員の連名者が表記されていた場合には，投稿原稿から名前が削除されますので，必ず連名者が両学会いずれかの会員であることを確認してください。著者名は，andで区切るものを除いて，コンマで区切ってください。
ヘッダーに欄外略題（20文字以内）を記入してください。

論文タイトルに
[12_jssp_タイトル]

サブタイトルに
[13_jssp_サブタイトル]

著者名（所属）に
[14_jssp_著者名]

キーワードに
[15_jssp_keyword]

欄外略題に
[10_jssp_略題]

Section
　見出しには，メイン見出し [20_jssp_A Section]， [21_jssp_B Section]と補助的な見出し[22_jssp_A Subsection]， [23_jssp_B Subsection]の2種類があります。見出しはページの最後に来てはいけません。一行抜かして，代わりに見出しを次のページのトップにつけます。
A Section

　A Sectionは，見出しの前に間隔が空きません。改行時や本文の始まり時に使います。
B Section

　B Sectionは，見出しの前に0.5行分の間隔が空きます。見出しが二つの段落の間で落ちる場合に使います。

Subsection

　補助的な見出しには[22_jssp_A Subsection]もしくは [23_jssp_B Subsection]を使います。見出しが二つの段落の間で落ちる場合には[23_jssp_B Subsection]を，メイン見出しに直接繋がる場合には， [22_jssp_A Subsection ]を，選択してください。

段落

　テキストは[23_jssp_Body]というスタイルで書かれます。

テーブル

　最初に，[24_jssp_Tablecaption]を使用して，テーブル・キャプションを入れてください。表1もしくはTable 1といったテーブル・ナンバーを書き入れてください。テーブル・キャプションの前には3文字分のスペースを加え，ボールドにはせず書いてください。

　必要な列と段があるテーブルの場合は，標準ツールバーにあるテーブル・メニューから"表の挿入"を使って挿入します。テーブルは，テーブル・メニューの中の"表のオートフォーマット"を使って下のようなスタイルに変えます。

　テーブルの中には，[25_jssp_Tabletext]を使って記入します。テーブルのテキストはすべて，カラムの中に収めてください。Footnotes（補足説明／脚注）は，[26_jssp_Tablefootnotes]スタイルで記述してください。

　テーブルは，言及箇所の文章にできるだけ近い位置に置いてください。一般的に，テーブルはページの一番上か下に置くのが良いのですが，テーブルの内容について最初に言及してある段落の後に置くこともできます。テーブルは，テキストの幅に合わせてセンタリングしてください。その後，テーブル・キャプションと脚注がテーブルの左端にそろうように，キャプションと脚注にはタブかスペースを入れてください。段落に戻る前に，一行挿入してください。
表1   Samplea
	1st column
	2nd column
	3rd column
	4th column

	This
	Table
	has
	Been

	Set
	Using
	Simple 1
	from

	The
	Table
	AutoFormat
	Menu

	And
	Uses
	Times
	9pt

	with
	Footnotes
	in Times
	8pt


aThis is a footnote to a table. The cross reference to the footnote should be superscript letters.

（これがテーブルの脚注です。脚注の参照箇所については，上付き文字で記述します。）

図表

ポジショニング

　図表は自動的にテキストに挿入します。これは，挿入メニューから（図→ファイルから）を使うことにより可能になります。図表は，Microsoft Wordにインポートできるものならばどんな形式でもかまいません。図表は関連のあるテキストの近くに置き，ページの上部にあるのが理想的です。図表も，テキストの幅に合わせてセンタリングします。図表の上に二行，下に一行空白ができるように図表を配置してください。発表論文集での掲載は，白黒印刷となります。
カラー図表を挿入された場合，印刷の仕上がりは薄く表記が見えにくくなります。図表の挿入は可能な限りモノクロに変換してから，濃度を増して挿入されることをおすすめいたします。
キャプション

　図表の下にキャプションを入れる場合は[27_jssp_Figure]を使用します。図表には図1，図2もしくはFigure 1, Figure 2というように，連続した数をふります。混ざり合った図表で特に区別したいテーマがある場合には，(a), (b), (c) といったアルファベットを使ってください。図表のキャプションのスタイルはテーブルのキャプションに準じたものを使用します。つまり，図表ナンバーはボールド，キャプションはノン・ボールドにし，図表ナンバーとキャプションとの間には3つのスペースを入れます。キャプションに終止符を打ってはいけません（Figure 1参照）。
線画

線画の線は，最低でも1ポイント（0.35mm）の太さで書いてください。影をつける場合には，できるだけ濃淡の差を大きくしてください。カラーの図表は白黒になります。白黒で内容がきちんと伝わることを確認してください。ラベルはシンプルにし，Helvetica or Arialといったフォントで書くことが望ましいです。ラベルはできれば最小でも8ポイントにしてください（下付き・上付き文字を除いて）。図表の周りを四角で囲まないでください。線画の解像度は，600dpi以上にしてください。

[image: image1.jpg]Yl el




Figure 1   Sample figure caption

写真

　写真は，白黒で写りが良く，コントラストがはっきりしている場合にのみ使用してください。カラー写真は白黒になりますので，白黒で内容がきちんと伝わることを確認してください。写真の解像度は，300dpi以上でスキャンしたものを挿入してください。

参考文献

　参考文献は論文の最後に書きます。見出しは[30 jssp Refhead]を使用します。リターンキーを一度押し，[31_jssp_Reference]を選択してください。これで自動的に番号付きのリストが作成されます。参考文献の書式は下のとおりです。

参考文献

1) T. Kasai, Appl.Phys.Lett. , 75(2002), 9999.
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